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令和５年４月吉日 
 

 

人生の最終段階における医療・ケア体制整備事業 

本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会 
在宅医療・施設ケア従事者版 
E-Field Home 函館開催 

～生活の場・暮らしの場におけるガイドラインの活用および ACP～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ファシリテーター◆ 

山崎 裕（市立函館病院）        小林 由紀子（訪問看護 STオハナ） 

廣瀬 量平（国立函館病院）        佐藤 絵美（市立函館病院） 

中安 千佳子（函館五稜郭病院）      塚本 美穂（高橋病院） 

本間 雅文（市立函館恵山病院）     近藤 純香（函館市医療・介護連携支援センター） 

金丸 奈那美（函館中央病院）      佐藤 静（函館市医療・介護連携支援センター） 

 

 

 

資料３－２ 
－１ 



 

 

 

参考）事業の目的  

本人の意思を尊重した人生の最終段階における医療・ケアを実現するため，医療機関や在宅医

療の場等において，「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライ

ン」(平成30年3月改訂厚生労働省)(以下，「ガイドライン」という。)に則って，人生の最終段

階における医療・ケアに関する意思決定等の際に本人や家族等の相談に乗り，必要に応じて関係

者の調整を行う相談員を含む医療・ケアチームの育成をすること，また，医療福祉従事者にガイ

ドラインおよび人生会議(ACP:アドバンス・ケア・プランニング)への理解を深めてもらうこと

で，人生の最終段階における医療・ケアについて本人の意思が尊重される環境整備に資すること

を目的とする。  

 

参加資格： 

１．函館市・北斗市・七飯町で人生の最終段階における医療・ケアに関する意思決定に携わって

いる医療福祉従事者（医師・看護師・MSW・ケアマネジャー・施設ケアスタッフ等） 

２．上記の医療福祉従事者は，原則として，研修会受講時点において，人生の最終段階における

医療・ケアに携わる者としての経験が３年以上であることが望ましく，研修修了後も引き続

き，当該医療・ケアに携わる予定である者であること 

３．研修修了後，本事業に協力し，各医療機関等において「人生の最終段階における本人の意向

を尊重した意思決定支援」を実践すること 

４．本事業にかかる調査や研究等に協力すること 

５．本研修会を修了したことについて，厚生労働省および都道府県に対して，氏名，所属および

連絡先と併せて報告することに同意すること 

 

◆◆E-Field HOMEの研修スタイル◆◆ 

・講義＋グループワーク 

 

【〇研修の構成】 

◆ イントロダクション  

当該研修の趣旨  

◆ ガイドライン総論  

人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドラインについて  

◆ Step１  

本人の意思決定する力を考える  

◆ Step２  

本人の意思の確認ができる場合の進め方→Advance Care Planning  

◆ Step３  

本人の意思が確認できない場合 本人の推定意思を尊重し、本人にとって最善の方針を取る  

◆ Step４  

本人の意思が確認できない場合 本人にとっての最善の方針を医療・ケアチームで慎重に判断  

◆ まとめ  

相談員として期待されること 
 



（保健師）

・

・

・

（看護師）

・

・

・
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・

・

・

・

・

・

・

（ケアマネジャー）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

意向確認した時の本人の答えに対して，こちら側の捉え方が関わりの浅い時期だとちがう意味で受け取っていることもあ
り，医療・介護・家族様々な状況で関わる人達の意見と本人の状態，状況の変化に応じた話し合いや意思確認の大切さが
わかった。

意思決定が，いつでも決めることができ，変えることができること。常に利用者とACPについて考え，悩んでいいという
ことが大事であることを学んだ。

改めて多職種連携含めた入退院支援の必要性，重要性を認識したと同時に自分の職場での〝できていない事"が浮き彫りと
なりました。明日からの業務で小さな事からやっていきたいと感じました。

とても勉強になりました。

講師の皆さんの持ち時間が少ないと感じた。もっとお話を聞きたかった。

もっとききたかった。

職場に持ち帰り還元できる様にしたい。

Webでだけ研修受けていたが，対面の方が集中して聞きやすい。

胸がいっぱいです。明日から自分の出来る事をやります。

数年前に退院支援の研修を受け，退院支援の必要性や病棟看護師としてできることは何かを学びました。現状は何も変わ
らず，DrICの「食べられなくなりました。ポート？PEG？」を選択させられている家族を見ていると違和感がありまし
た。すてきな話が効けて良かったです。

日頃の業務の中で意思決定において迷うことが多い中で，ヒントになる考え方など勉強することができました。

病院勤務をしていた。在宅の良さは知っているが病院NSとして患者をみとる事が，役割を感じていた。しかし，在宅も経
験してみたいと思った。

意思決定の支援のためのコミュ力について考えさせられました。

病院でよくある，患者（本人）が置き去りでの意思決定に対する対応のしかた。家族の問いかけの仕方を学べた。

実際の体験をスライドや写真で伝えて下さり，ACPの考え方が具体的に分かるように説明して下さったこと。

２日続けて参加させていただきました。心に響くこと沢山ありました。感動したことを忘れずに今後，活かしていきま
す。宇都宮先生のパンチのある講義特にステキでした！

イベント前からの信頼関係づくり（対話）と介護と医療の関係づくりについて。

今後の仕事にいかしていきたい。

様々なお立場の方から違った角度でお話を伺えてとてもよかったです。函館では，なかなか聞けない内容でとても参考に
なりました。

各先生のお話はすべて日頃の仕事と，自身のことを振り返ることができました。（行政機関 保健師）

全ての内容がとても勉強になりました。ありがとうございます。

「自己決定」がはたして良いのか？の講義に気付きがあった。

人生に向き合うことをこわいと思う患者，家族も多く，どのように関わるか悩みしかない毎日です。共に悩むということ
から始め，ずっと一緒に悩んでて良いのだと思うことができて，すごく気持ちが楽になりました。

宇都宮さんの話　身が引き締まりました。地域での子供達との関り興味深かったです。加藤さんの話は介護の関わり，視
点，考えさせられること沢山ありました。自己決定が不利益になることもあるということを考えなければいけなく今の積
み重ねが未来をつくること。講師の方々の言葉　深く感銘を受けました。

・松戸市の取り組み→函館でも真似できるのでは？・川口先生の事例　わかりやすかった・価値観シート→勉強してみた
い　当院でも使ってみたい。

宇都宮先生の話が分かりやすかったが，皆さん楽しかった。皆さん，しっかりわかりやすくて・・・。話を聞くたびに感
動で涙が出ました。

医療は人生の中の大事な選択ではあるが，比重としては一部であると捉え直さなくてはならないですね。大切なのは本人
の生きることで大事にしていることを支えること。

入退院支援や施設における意思決定支援において「これ以上望むことは出来ない，仕方ない」と思っていた部分への対策
や成功している方法を教えていただけて良かったです。

各先生やエピソードとの出会い，貴重な時間となりました。

前日の講習に参加していないと分かりにくいのではないかと思いましたが，各先生方からテーマを伝えようとしてくだ
さっていて貴重な機会となりました。

函館市医師会 在宅医療医会 

 

 

 

6/10の E-FIELD HOME函館開催のため来函された全国でご活躍中の 

先生方のお話を「今一度聞ける機会を」と地域の有志団体にて研修会を  

企画いたしました。この豪華な講師陣から ACPについてのお話をリアルで聞け

る貴重な機会になります。 皆様お誘い合わせのうえ是非ご参加ください。 

 

日時：令和５年６月１１日（日） 

13：30～16：30（予定）  

場所：競輪場テレシアター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内 容】 

 

【共 催】 

 

 

 

 
 

 

 

【問い合わせ】 

函館市医療・介護連携支援センター （担当：佐藤） 
電話 ： ４３－３９３９  E-mail ： ikr-center@hakodate-ishikai-hp.jp              

 

道南地区老人福祉施設   
協議会 

道南訪問看護ステーション  
連絡協議会 

ＮＰＯ法人ケアマネジャー   
ネットワーク函館 

函館市医療・介護     
連携支援センター 

道南在宅ケア研究会 

函館市・北斗市・七飯町 

【申し込み】 函館市医療・介護連携

支援センターのホームページを開き，
研修情報「はこだて関係団体共催研
修会」のページにある Google フォーム
からお申し込みください。＊定員を超
えた時点で締め切ります。 

 

函館市地域包括      
支援センター連絡協議会 

函館歯科医師会 

函館薬剤師会 

ほくと・ななえ医療・介護  
連携支援センター 

【対象】 地域の医療・介護関係者
【定員】 200名程度 

 

前日の E-Field Homeに引き
続き，ACPにまつわる内容にて開
催いたします。 病院の移行期から
の在宅・施設場面での意思決定
支援についてのお話になります。詳
細は随時当センターHPにてお知ら
せいたします。 E-Field Homeに
参加できなかった方も是非ご参加く
ださい！！              

函館市医師会 在宅医療医会 

お申し込みは当センターＨＰ研修情報「はこだて関係団体共催研修会」の
ページから Google フォームにてお願いします！！              
当センターHP ： https://hakodate-ikr.jp/ 
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ホームページ上で掲載した研修情報一覧（令和５年４月～令和５年９月）

月 研修名称（団体名） 件数

７月

８月

１２件

ほくと・ななえ医療・介護連携支援センター主催 １件

１件
各団体との共催 １件

２件

４月 0件

２件

４件

３件

函館市医療・介護連携支援センター， ほくと・ななえ医療・介護連携支援センター共催

函館市医療・介護連携支援センター主催

（その他）

合　計

５月

６月

『膝・股関節　臨床の実際～保存療法から人工関節まで～』Ｒ５年５月２７日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（函館鍼灸マッサージ師連絡協議会主催）

『宇都宮宏子の部屋』R５年６月１２日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訪問看護ステーションフレンズ主催）

第２４回　道南摂食嚥下研究会
『食べる姿勢の基本をおさらいしよう！
　　　　　　　　～実際に車いすやベッドを使って実習しましょう～』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道南摂食嚥下研究会主催）

令和５年度　厚生労働省委託事業
人生の最終段階における医療・ケア体制整備事業
『本人の意向を尊重した意思決定のための研修会
                 在宅医療・施設ケア従事者版相談員研修会
　        ～生活の場，暮らしの場でのガイドラインの活用およびACP～』
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　（筑波大学主催）

第１回家族交流ネットワーク学習会
『家族がいまできること』R５年９月９日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　（北海道精神保健福祉士協会道南ブロック主催）

９月

２件

１件
日本死の臨床研究会北海道支部『秋の研修会in函館』R５年１０月１４日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本死の臨床研究会北海道支部主催）

『RIFCR　 研修会』R５年６月２４日，２５日開催
            　　  （ 函館市，北海道子どもの虐待防止協会道南支部，函館中央病院主催）

令和５年度　函館市小児慢性特定疾病児童等自立支援事業
 第１回療育支援講演会『私らしく生きる～社会生活編～』R５年７月２９日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（函館市子ども未来部委託事業）

令和５年度道南在宅ケア研究会会員総会並びに第５４回定例会
『地域包括支援センターの自立相談支援機関について知ろう』R５年８月１８日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道南在宅ケア研究会主催）

令和５年度南渡島地域包括緩和ケアネットワーク会員総会並びに第１７回定例会
『認知症高齢者の緩和ケア』R５年８月３０日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南渡島地域包括緩和ケアネットワーク主催）

国立函館病院合同教育講座（在宅医療医会設立キックオフ　タイアップ研修会）
『長崎在宅Ｄｒネット』R５年８月２５日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立病院機構函館病院主催）

『在宅医療医会設立総会および第1回研修会』R５年９月２９日開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（函館市医師会在宅医療医会主催）

™
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